
 

 

 

 

 

 

 

 
【出題内容】 

全２０問 １問５点 

分野別出題数 地理：７問 ・ 歴史：６問 ・ 公民：７問 

歴史が比較的易しい一方で、中１～中２で学習する地理と中３で学習する公民に重点を置いている。ただし単純に分野別

に分類できない融合問題も多く、豊富な知識と資料を分析する能力を試す問題がほとんど。 

中３になっても中１・中２の知識をしっかり覚えておくこと！さもないと、入試直前まで本当に苦労する。 

〈注意すべき出題形式〉 
⑴ 地図や資料の読み取り問題 

 ほぼすべての問題で地図や、図表・グラフなどの資料の読み取りがある。どのような意図で資料が与えられているのか

を考え、必要な部分を正確に読み取る分析力が必要だ。 

⑵ 完全解答を求める問題 

 複数回答すべてを正解しなければならない完全解答を求める問題が今年は合計１０問となり、難度も上がった。 

⑶ 資料の分析記述 

 資料の数値を割合に直す計算をしてから考える問題が登場、難問となった。あらゆる記述問題に取り組む対策がある。 

 

 

 

５（資料の分析記述問題）   ２（完全解答を求める問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれ、何を問われているのか、どのような意図で資料を与

えられているかを考えなければならない。 

５は「増加割合に着目し」とあるが、Ⅲのグラフは金額での表示

なので、割合を自分で計算する必要がある。 

２は時差の問題を含んでいるが、「飛行時間１３時間」と比べ

て、時刻は２８時間も進んでいることに着目すれば、計算しなく

ても答えを選ぶことができる。なお、雨温図は基本問題レベル。 


